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１．研究の経緯

• 2013年に撮影したペルセウス座流星群について，
流星の色が変化していたことを疑問に思った

•流星の色がなぜ変化するのかを調べるために，

流星の分光観測を始めた

•昨年度からサイエンスメンター事業によるご支援を
受け，昨年度は散在流星においてナトリウムの

発光を確認できた
2013年8月12日に撮影したペルセウス座流星群の流星



２．目的

•流星の色が変化する理由を調べること

（長期目標）

•流星物質が地球大気物質にどのような影響を

及ぼすのか，地球大気物質の観測に寄与できる

かどうかを明らかにすること



３．観測方法（１）観測機材

• デジタル一眼レフカメラ

• 30 mm単焦点レンズ

•簡易分光器（回折格子＋アルミ板）

• ノートパソコン

•画像処理ソフト「マカリ」（国立天文台）



回折格子の解説

• ガラス板に多数の細いすきまを平行に等間隔に刻
んだもの

•流星の光を分解して，波長の順に並べたスペクト
ルを得ることができる

•身近なものでは，CDやDVDがある

•格子数（掘られた溝の数）が大きいほど，分解能
はよくなるが，暗くなる性質がある

メーカーHPより→

https://www.edmundoptics.jp/optics/gratings/

transmission-gratings/49583/

・ ・



３．観測方法（２）観測手順

1.回折格子の
校正作業

水素原子の

スペクトル管を

分光撮影し，

回折格子の

スケールを確認
する。

2.流星の撮影

パソコンや

リモートシャッターと

接続し，5秒，10秒

露出の連続撮影を

行う。

3.画像上の

長さの測定

校正作業および

流星の0次光と

輝線スペクトル

までの長さを

測定する。

4.元素の特定

測定した長さを

比較し，波長を

特定する。理科

年表や文献と

参照し，元素を

特定する。



４．観測結果

（2015年度）

• ペルセウス座，オリオン座，ふたご座の流星群の
時期に観測を行い，のべ8600枚撮影し，成功枚数
は1枚だった

（2016年度）中学生との合同観測で6台体制となる

•みずがめ座η，ペルセウス座，しぶんぎ座の

流星群の時期に観測を行い，のべ65000枚し，

成功枚数は1枚だった



４．観測結果（１）

• 2015年10月21日に撮影した散在流星

• ナトリウムの波長を特定した

583 nm NaⅠ(589)



４．観測結果（２）

• 2016年8月13日に撮影したペルセウス座流星群

• 3次光まで写り，1次光にて5種類の波長を特定

• ウィーン変位則より，発光時の温度は約4600℃と
推定できる 452 nm MgⅡ？(4４8)

521 nm MgⅠ(518)

589 nm  NaⅠ(589※)

612 nm  OⅠ(615)

630 nm SiⅡ?(634)

０次光

525～550 nm FeⅠ？

２次光
３次光 １次光



ウィーン変位則とは

•物体の色とその表面温度との関係は，ウィーンの
変位則によって計算することができる

•絶対温度Ｔの恒星から，もっとも強く放射される

光の波長をλ（ラムダ）としたとき

λ〔m〕＝2.898×10   〔m・K〕 ／ T となる

（今回）612 nmでもっとも強く放射した

612×10   〔m〕 ＝0.003 ／ T

T ＝ 4901〔K〕 ∴ 4628〔℃〕

-9

-3



５．考察（2016年ペルセ群）

※回折格子の角度を保存できず，画像上の長さの

測定の際，大きな誤差を生じたので，オレンジの

輝線をナトリウム(589 nm)とみなし，基準とした

• マグネシウム，鉄，ナトリウム，酸素，ケイ素を

特定した

•酸素以外の元素は，流星物質の可能性があると
考える

• また，二酸化ケイ素（SiO2）の酸素の可能性

または大気物資の可能性があると考える



６．結論・今後の課題

•散在流星にナトリウム，ペルセウス座流星群に

複数の元素が発光していることを確認できた

•校正作業がよくできなかったので，回折格子に

角度を付けないことで，問題は解消されると考える

• 2次光，3次光のスペクトルは解析していないので，
後輩へと引き継ぐ

•目的が達成できなかったので，さらなるデータ取得
へ向けて，分光装置や撮影方法の改善が課題と
なる
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